
（図表７－２） 
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離職の状況

○ 介護職員の離職率は、全産業と比較して正社員において高い。

○ 職員の定着率が低いと回答している事業所は、訪問系よりも施設（入所）系の事業所が多い。

○ 介護職員の離職率は、全産業と比較して正社員において高い。

○ 職員の定着率が低いと回答している事業所は、訪問系よりも施設（入所）系の事業所が多い。

⑴ 離職率

資料出所：全産業は厚生労働省「雇用動向調査結果（平成18年度）」

介護職員及び訪問介護員は（財）介護労働安定センター「介護労働実態調査（平成19年度）」

⑵ 従業員の定着状況
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介護職員

26.3％13.1％16.2％全産業平均

非正社員正社員全体

資料出所：（財）介護労働安定センター「介護労働実態調査（平成19年度）」

 

 

 

 

（６） 地域別分析 

 

 都道府県別の有効求人倍率（介護関連職種（常用））と都道府県別の平均

賃金の関係をみると、パートタイム除く、パートタイムともに強い正の相

関がみられ、全産業の平均賃金水準が高く、市場賃金が高い都道府県にお

いて人材を確保することが困難となっていると考えられる。（図表８－１，

８－２）16

 

 

 

 

                                                  
16  資料出所：有効求人倍率については厚生労働省「職業安定業務統計（平成 19 年度）」、平均賃金については厚生労

働省「毎月勤労統計調査（平成 19 年）」 
  注１：平均賃金については５人以上の常用労働者を雇用する事業所の常用雇用者（一般労働者、パートタイム労働

者）について所定内給与額を集計したもの。  
注２：有効求人倍率について介護関連職種とは「福祉施設指導専門員」、「福祉施設寮母、寮夫」、「その他の社会福

祉専門の職業」、「家政婦（夫）」、「ホームヘルパー」をいう。 
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